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３
月
８
日
、
清
水
沢

生
協
前
に
お
い
て
、
国

連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
新
日
本
婦
人

の
会
夕
張
支
部
で
は
、

国
際
女
性
デ
ー
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
会
員
た

ち
は
交
代
で
、
そ
れ
ぞ

れ
に
思
い
を
訴
え
ま
し

た
。 概

要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 

日
本
で
は
74
年
前
か
ら 

国
際
女
性
デ
ー
は
、

ア
メ
リ
カ
の
女
性
た
ち

が
パ
ン
と
参
政
権
を
求

め
て
起
こ
し
た
行
動
に

始
ま
り
ま
す
。
日
本
で

は
１
９
４
７
年
に
戦
後

初
の
女
性
デ
ー
が
皇
居

前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
毎
年

女
性
の
切
実
な
課
題
を

掲
げ
、
平
等
・
開
発
・

平
和
を
目
指
す
、
世
界

の
女
性
運
動
と
連
帯
し

て
発
展
し
て
い
ま
す
。 

 コ
ロ
ナ
禍
で
切
り
捨
て 

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

女
性
は
特
に
深
刻
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。

働
く
女
性
の
多
く
が
低

賃
金
、
不
安
定
な
非
正

規
労
働
者
で
あ
り
、
経

済
危
機
の
下
で
真
っ
先

に
切
り
捨
て
ら
れ
、
若

者
や
ひ
と
り
親
世
帯
な

ど
低
所
得
層
を
直
撃
し
、

子
ど
も
の
自
殺
が
急
増

と
い
う
悲
し
い
現
実
も

あ
り
ま
す
。 

 

男
性
優

先
の
封

建
的
な

男
女
格

差

・
差

別 

森
喜

朗
元
首

相
の
女

性
差
別

発
言
が
世
界
的
に
も
問

題
に
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
の
周
り
に
は
た
く

さ
ん
の
男
女
格
差
・
差

別
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

日
本
は
男
女
格
差
国
別

ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
１
５

３
か
国
中
、
１
２
１
位

と
先
進
国
と
は
言
え
な

い
状
況
で
す
。
男
性
優

先
の
封
建
的
な
家
父
長

的
な
考
え
方
が
根
強
く

残
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

五
輪
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
を 

新

婦

人

で

は

２

月

18
日
、
新
規
感
染
者
減

の
今
こ
そ
、
大
規
模
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
は
じ
め
、

医
療
機
関
・
介
護
施
設

な
ど
へ
の
支
援
強
化
、

全
労
働
者
へ
の
同
じ
休

業
支
援
金
な
ど
、
国
民

の
命
と
生
活
を
守
る
対

策
を
求
め
、
菅
首
相
や

厚
労
大
臣
・
経
済
再
生

大
臣
な
ど
に
要
請
し
ま

し
た
。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１，ワクチン接種はいつころから始まる？ 

⇒４月１日以降で、詳細な日程はまだ未定です。当

面、確保できる量に限りがあるため優先順位があり

ます。  

《現時点で国が示している優先順位》  

１位＝医療従事者   ２位＝高齢者（65 歳以上）  

３位＝基礎疾患がある人、高齢者施設等で働く人  

（※ワクチンは 3 週間の間隔で 2 回受けます。）  

 

Ｑ２，費用は？ どこで受けられる？ 

⇒費用は無料。かかりつけ医、または公共施設での

集団接種（詳細は後日）  

 

Ｑ３、受けられるのはどんな人？ 

⇒16 歳以上の人（接種を受けるかどうかは個人の意思が尊

重されます）  

 

Ｑ４，どうやって受ける？ 

⇒自宅に接種券が郵送されるので、到着したら電話

で日時と接種会場を予約（予約の電話番号等詳細は後日） 

 

 

Ｑ５，副反応は？（事前承認されたファイザー社の情報） 

（※人によって次のような症状が出ることがあります。） 

★接種後、すぐに表れる反応 （接種後 30 分ほど経過観察します） 

●アナフィラキシー（米国では 100 万人に 5 人）～人によって短時

間で起きる可能性のあるアレルギー反応で、接種会場や

医療機関には対応の医薬品や椅子などが用意されてい

ます。  

●血管迷走神経反射～緊張や痛みなどで立ちくらみな

ど、だれにでも可能性がある反応です。横になって休め

ば自然に回復しますので、用意されている椅子に座って

様子を見ます。  

★接種後数日以内に現れる可能性のある症状  

・接種部位の痛み、疲労、頭痛（50％以上の発症）  

・筋肉痛、悪寒、関節痛、下痢、発熱、接種部位の腫れ（10

～50％発症）  

・吐き気、嘔吐（１～１０％の発症）  

※現在までのところ、これらの症状の大部分は、接種後

数日以内に回復しています。  

※接種後、症状が気になる方はワクチンを受けた医療機

関や、かかりつけ医にご相談ください。  

 

《問い合わせ先》●夕張市保健係      52-3106 

●厚労省新型コロナワクチンセンター     0120-761770（フリーダイヤル）  
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２

月

19

日

野

呂

碑

小
公
園
で
、
野
呂
栄
太

郎

没

後

87

周

年

碑

前

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

野
呂
氏
は
１
９
０
０

年
４
月

30

日

長
沼
村

の
農
家
に
生
ま
れ
、
20

年
慶
応
義
塾
大
学
入
学
、

在
学
中
「
資
本
論
」
を

講
述
26
年
卒
業
。
同
年

～

27

年

経

済

学

者

と

し
て
『
日
本
資
本
主
義

発
達
史
』
を
脱
稿
。
29

年
農
業
問
題
で
山
本
宣

治
を
訪
問
。
30
年
日
本

共
産
党
に
入
党
。
32
年

党
中
央
委
員
。
33
年
ス

パ
イ
の
手
引
き
で
特
高

に
逮
捕
。
34
年
２
月
19

日
品
川
署
か
ら
北
品
川

病
院
に
搬
送
直
後
同
病

院
で
絶
命
。
（

33
歳

10

カ
月
） 

 

碑
前
祭
は
日
本
共
産

党
南
空
知
地
区
委
員
長

上
田
久
司
の
司
会
の
も

と
に
進
め
ら
れ
、
来
賓

の
長
沼
町
間
嶋
勉
教
育

長
、
国
賠
同
盟
北
海
道

本
部
宮
田
汎
本
部
長
、

畠
山
和
也
前
衆
議
員
か

ら
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

ま
し
た
。
主
催
者
を
代

表
し
て
国
賠
同
盟
南
空

知
支
部
長
・
藪
田
亨
町

議
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

挨
拶
の
中
で
「
野
呂
の

幼
少
の
頃
、
南
と
北
地

域
の
農
家
の
間
で
水
の

配
分
争
い
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と

が
農
業
も
含
め
た
資
本

主
義
の
社
会
構
造
に
目

を
向
け
る
契
機
に
な
っ

て
い
る
」
こ
と
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

長
沼
町
、
栗
山
町
、
南

幌
町
の
各
町
長
や
夕
張

市
、
岩
見
沢
市
、
美
唄

市
の
各
市
長
及
び
一
部

議
長
な
ど
か
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し 

た
。 

 
 

 
 

 

明
治
維
新 

68 

朝
鮮
植
民
地
支
配 

㊿ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
の
号
で
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の
際 

に
、
朝
鮮
人
民
を
殺
し
そ
の
耳
を
切
り
落
と 

し
恩
賞
の
証
拠
に
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し 

た
。
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し
た
く
な
り
ま
し
た
。 

耳
塚
に
つ
い
て 

一
五
九
七
年
（
慶
長
二
）
一
月
、
十

四
万
の
軍
勢
で
秀
吉
は
二
度
目
の
出
兵
を
し
ま
す
。
そ
こ
で
は

「
一
般
老
若
男
女
を
問
わ
ず
な
で
斬
り
」
な
ど
を
命
令
し
ま
す
。

加
藤
清
正
な
ど
秀
吉
軍
は
、
殺
し
た
朝
鮮
民
衆
の
鼻
（
鼻
下
の

髭
か
ら
唇
を
削
い
だ
と
も
言
い
ま
す
が
、
戦
場
で
そ
ん
な
細
か

な
こ
と
は
可
能
か
）
を
削
ぎ
取
り
、
塩
漬
樽
に
し
て
日
本
に
運

び
ま
す
。 

秀
吉
は
、
慶
長
二
年
九
月
、
京
都
の
豊
国
神
社
の
門
前
（
方

広
寺
大
仏
殿
跡
）
に
小
高
い
塚
と
法
塔
を
建
立
、
送
ら
れ
た
鼻

を
埋
め
（
そ
の
数
は
十
万
以
上
と
の
研
究
も
あ
り
ま
す
）
四
百

人
の
僧
侶
を
集
め
施
餓
鬼
供
養
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が
有
名
な

「
耳
塚
」
で
す
。 

初
め
は
鼻
塚
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
林
羅
山
が
「
鼻
そ
ぎ
で

は
い
か
に
も
野
蛮
」
と
書
き
、
耳
塚
に
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、

野
蛮
な
の
は
鼻
も
耳
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
耳
塚
は
、
一
八
九
八
年
（
明
治

31
）
三
月
二
十
日
秀
吉

三
百
年
忌
（
豊
公
三
百
年
祭
）
に
あ
た
り
改
修
さ
れ
ま
す
。
こ

の
時
の
供
養
碑
の
碑
文
に
、
秀
吉
の
功
績
と
し
て
「
敵
の
兵
士

は
国
の
た
め
に
戦
死
し
た
の
だ
か
ら
こ
れ
を
憐
れ
み
、
鼻
を
埋

め
供
養
す
る
・
・
赤
十
字
の
精
神
を
三
百
年
も
前
に
・
・
・
」
（
概

略
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
凄
惨
極
ま
る
行
為
と
赤
十

字
の
精
神
と
が
相
い
れ
な
い
こ
と
は
明
白
で
す
。 

 

な
お
、
福
岡
や
長
野
と
各
地
に
も
耳
塚
と
呼
ば
れ
る
も
の
は

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
耳
や
鼻
が
葬
ら
れ
て
い
る
か
は
不
明
で

す
。 

 

＊
前
号
で
二
度
目
の
出
兵
を
、
一
五
九
八
年
と
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
一
五
九
七
年
で
す 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

くずさんの 

夕張歴史散歩（154）

ｐ１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

畠
山 

和
也
「 

か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前 

衆 

議 

院 

議 

員 

畠
山 

和
也 

 
 
 
 
 
 
 

児
玉
健
次
さ
ん
を
偲
ん
で 

 
 

元
衆
議
院
議
員
の
児
玉
健
次
さ
ん
が
先
月

24
日
、
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
初
め
て
の
立
候
補
は
２
０
０
７
年

参
院
選
で
、
03
年
に
引
退
し
た
児
玉
さ
ん
と
は
政
治
活
動

を
と
も
に
し
た
経
験
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

と
あ
る
ご
と
に
児
玉
さ
ん
か
ら
は
電
話
を
い
た
だ
き
、
健

康
や
家
族
に
も
気
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
柔
ら
か

な
声
が
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

児
玉
さ
ん
が
書
い
た
文
章
や
質
問
会
議
録
に
目
を
通

す
な
か
、
あ
ら
た
め
て
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
読
ん
だ
の

が
千
歳
川
放
水
路
計
画
を
取
り
上
げ
た
予
算
委
員
会
で

の
質
問
で
し
た
（

97
年
２
月

12
日
）
。
石
狩
川
の
浚
渫

（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
で
改
善
で
き
る
こ
と
、
日
本
共
産
党
の

提
言
、
漁
業
者
な
ど
の
反
対
の
声
を
紹
介
し
、
理
詰
め
の

質
問
に
亀
井
建
設
大
臣
（
当
時
）
が
「
委
員
ご
指
摘
の
よ

う
に‥

‥

ご
意
見
の
あ
る
こ
と
も
我
々
は
承
知
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
こ
の
質
問
も
き
っ

か
け
に
、
中
止
へ
の
流
れ
が
進
ん
だ
の
で
す
。 

 

４
つ
の
台
風
が
連
続
し
て
北
海
道
を
襲
っ
た

16
年
、
児

玉
さ
ん
が
放
水
路
計
画
中
止
の
経
過
に
触
れ
つ
つ
、
自
然

災
害
を
ど
う
北
海
道
で
防
ぐ
の
か
の
政
策
に
つ
い
て
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
度
だ
け
児
玉
さ
ん
の
お
宅
を

訪
問
し
、
書
棚
を
見
た
ら
日
本
国
憲
法
に
関
す
る
書
籍
が

ビ
ッ
シ
リ
。
戦
争
を
体
験
し
、
仲
間
を
失
い
、
身
を
も
っ

て
命
の
大
切
さ
を
知
る
児
玉
さ
ん
の
言
葉
は
、
い
つ
も
重

く
響
き
ま
し
た
。
政
治
家
と
し
て
の
根
っ
こ
の
部
分
を
、

く
り
返
し
教
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

総
選
挙
で
遺
志
を
継
ぐ
議
席
を
必
ず
奪
還
し
て
、
児
玉

さ
ん
に
胸
を
張
っ
て
報
告
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。 
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